
今月号の案内者は 

二俣
ふたまた

区長 野田
の だ

 正幸
まさゆき

さん 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クイズ 

●橘の領有
りょうゆう

がいくつにも 

分
わ

かれたのは、なぜかな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★① 三法方
さんほうかた

（潟
がた

） 

第１１号で紹介
しょうかい

した二俣
ふたまた

に残っていた江戸時代の地

図だよ。赤
あか

丸部分
まるぶぶん

を拡大
かくだい

すると「三法
さんぽう

潟
がた

郷
ごう

 永田村
ながたむら

略図
りゃくず

」と書
か

かれているよ。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★②佐賀
さ が

本藩
ほんはん

 ★③蓮池領
はすいけりょう

 ★④後藤領
ごとうりょう

 

江戸
え ど

末期
ま っ き

の鍋島藩
なべしまはん

の地図
ち ず

だよ。鍋島藩の特徴は、各家
かくいえ

に一定
いってい

の自治権
じ ち け ん

を持
も

たせたところにあるんだ。 

黄色
き い ろ

が武雄
た け お

の後藤
ご と う

領
りょう

。 橘
たちばな

は蓮池領
はすいけりょう

がほとんどで、

本藩
ほんはん

と後藤領
ごとうりょう

が一部
い ち ぶ

入り込
こ

んでいたんだ。 
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㉒号内容江戸時代
じ だ い

 

主人公
しゅじんこう

は三法方
さんぽうがた

！ 
●江戸時代は【今から約 420 年前～150 年前】 

・ 橘
たちばな

の主人は三法方（潟） 

・佐賀本藩・蓮池領・後藤領の３つに分れる 

★印番号の解説 

 

 

鳴瀬
な る せ

区長
くちょう

さんから、引継
ひ き つ

ぎ

やけん、今から時代ばさか

のぼって江戸時代
じ だ い

の解説
かいせつ

す

っね。詳
くわ

しくはタッパ君に 

 

●幕末
ばくまつ

には、橘町は三法方
さんほうかた

（潟
がた

）★①と言わ 

れてたんだ。 

・三方とは、佐賀本藩
ほんはん

★②と蓮池領
はすいけりょう

★③と 

後藤領
ごとうりょう

★④の３つのおきてが使
つか

われていたと 

言うことだね。 

・しかし、正確
せいかく

に言うともう一つ、芦原
あしはら

鍋島
なべしま

 

家★⑤が楢崎
ならざき

を領
りょう

していたんだ。 

●江戸
え ど

時代
じ だ い

の地図
ち ず

★⑥が二俣に残
のこ

っていたので

①に紹
しょう

介
かい

するね。 

●この地図をよく見ると、今の二俣は「お蔵
くら

 

入
いり

地
ち

★⑦」と書
か

かれていて、本藩
ほんはん

の管理地
か ん り ち

 

が多
おお

かったことがわかるよ。 

・本藩は新田
しんでん

開発地
かいはつち

★⑧や大事
だ い じ

な場所
ば し ょ

★⑨を押
お

さ 

えたんだ。 

 

 

 

 

https://tachibana-net.jp/


 

★⑤ 芦原
あしはら

鍋島家
なべしまけ

のものになったいきさつ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★⑥ 江戸
え ど

時代
じ だ い

の地図
ち ず

 

 

 

 
 

 

 

★⑦ 御蔵入地
お く ら い り ち

 

 

 

 
 

クイズの答え 

 

 
 
 

 
 

★⑧ 新田
しんでん

開発地
かいはつち

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★⑨ 重要
じゅうよう

な場所
ば し ょ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時代区分 鎌倉時代 南北朝時代 室町時代 戦国時代 江戸時代 明治時代 

新・ふるさ

と歴史散歩

記載項目 

鎌倉幕府成立。

守護地頭による

地方支配、橘氏

の入部 

元寇襲来と警

備、恩賞要求と

幕府の弱体化、

少弐・大友の探

題攻撃 

建武の新政 

南北朝時代と

九州 3 つ巴の 

動乱の時代へ 

室町幕府成立 

応仁の乱、竜

造寺の台頭 

信長から秀吉

へ。竜造寺勢力

拡大と島原敗

死。文禄・慶長

の役 

江戸幕府成立 

佐賀藩は鍋島体

制へ 

佐賀本藩へ 3 部

上地 2 度 

江戸幕府安定政

権、長崎警護と

フェートン号事

件、尊王攘夷へ

後藤鍋島藩の蘭

書、大砲等 

戊辰戦争と明治

維新、近代化と

殖産振興 

主な市内遺

跡 

青書は橘町 

潮見城跡と舘

跡、潮見・山

下・小野原・馬

場・立岩等の中

世遺跡 

源頼朝御教書 

潮見川開削と

河童誓文石、 

渋江・中村・中

橋氏館跡 

塚崎庄が長島庄

から分離 

北肥戦史等に

よる北部九州

動乱、渋江 vs

後藤。塚崎庄

拡大、武雄

社、黒尾社 

渋江氏勢力拡

大と日鼓城の

悲劇、 

後藤が渋江攻

略 

潮見譲落城と鉄

砲・丹宗堀 

後藤が竜造寺配

下に 

肥前古窯跡と古

武雄 

 

鳴瀬宿と御狩

場、長崎街道 

三法方郷
（橘は本藩・蓮

池・後藤領）上

野本窯・皿山窯

跡 

上野新・形右衛

門・鳴瀬窯跡、

楢崎炭鉱 

鉄道開通 

 今回ご紹介した時代は『江戸時代後期』のことでした 

 

 

 

 

 

下は、江戸
え ど

時代
じ だ い

鍋島藩
なべしまはん

の統治
と う ち

のようすを示
しめ

した

ものだよ。佐賀
さ が

本藩
ほんはん

のほかに３つの支藩
し は ん

、４つの

親類
しんるい

、４つの親類
しんるい

同格
どうかく

の各家
かくいえ

があったんだ。 

 

本藩
ほんはん

は、ほかにも鳴瀬
なるせ

宿
しゅく

のほかに鳴瀬の

港
みなと

も重 要
じゅうよう

な場所
ばしょ

として押
お

さえたんだ。 

当時
と う じ

、川を利用した 港
みなと

は陸よりも水上
すいじょう

交易
こうえき

の場所として大変
たいへん

重要
じゅうよう

だったんだ。 

新田
しんでん

の開発
かいはつ

は、塩分
えんぶん

濃度
の う ど

の高
たか

い六角
ろっかく

川
がわ

の水
みず

を排水
はいすい

して、道
みち

越
こし

川や大納
だいのう

川を造
つく

り、潮見
し お み

川
がわ

の真水
ま み ず

を上 流 側
じょうりゅうがわ

からひくことで、可能
か の う

になったんだ。この仕事
し ご と

は、成富
なりとみ

兵庫
ひょうご

とい

う本藩
ほんはん

の役人
やくにん

によってひらかれたので

農地
の う ち

は、本藩
ほんはん

のものになったんだね。 

二俣
ふたまた

の人は、こうして成富
なりとみ

兵庫
ひょうご

さんによって農地
の う ち

ができたの

で、今でも潮見
し お み

の長泉寺
ちょうせんじ

に祀
まつ

ら

れた供養塔
くようとう

で「兵庫
ひょうご

祭
さい

」をされて

いるんだ。（橘町史跡めぐりより） 

 

表
おもて

に紹
しょう

介
かい

した地図
ち ず

を拡大
かくだい

したのが右だけど、二俣
ふたまた

と鳴
なる

瀬
せ

地区
ち く

は、多
おお

くの土地
と ち

が黄色
き い ろ

の「蔵入地
くらいりち

」になっ

ているよ。 

 

蔵
くら

入
いり

地
ち

とは、本藩
ほんはん

に米
こめ

をおさめる土地
と ち

、つまり本藩
ほんはん

が

管理
か ん り

する土地
と ち

なんだ。（橘町史跡巡りより） 

 

「武雄鍋島家・温泉・やきもの展」武雄市教育委員会より 

楢崎
ならざき

は白石
しろいし

南郷
なんごう

に属
ぞく

していて、龍造
りゅうぞう

寺家
じ け

の所領
しょりょう

だ

ったけど、龍造寺
りゅうぞうじ

から鍋島
なべしま

になると本藩領
ほんはんりょう

になっ

て、更に芦原
あしはら

（今の北方町
きたがたちょう

）にため池
いけ

をつくった

時
とき

に芦原
あ わ ら

の潰
つぶ

れ地
ち

の代替
だ い が

えで楢崎
ならざき

は芦原領
あしはらりょう

となっ

たんだよ。 

鍋島藩は、支藩
し は ん

や親類家に自治権
じ ち け ん

を持たせ、橘の

新田
しんでん

は本藩に、後藤領の一部は蓮池
はすいけ

に与えたから。 

成富兵庫成安 

（佐賀市 HP「佐賀の 

12 賢人 」より） 


